
f~抗微生物による作物病害防除の研究
第 2報 描抗放射紋菌 No.1141にみるトマト青枯病防除試験

L附】煩草立枯病防除試験

商問義-...大島俊市・石井 博

1.緒冨筆者等依第...，i.報惚於℃ト T ト背
枯病菌 B~ct. t'lolt¥nae回rumE. }<'. 8mith tc対す

る棺杭放射賦曹4種tc.就て報告した;翼後、昭

和部年夏、 ト守ト及び煙幕~ついて拾抗放射~Â
薗 No1]41を用ひ圃場膳剤試肢を行った。拾

抗菌を血用するに当りで、病原菌を刷臨する講

に生菌を使用;するか、生産された抗菌物質を用

ひるか、叉、病原菌J::tlI抗菌戒は抗菌物質との
接触点を生物体内tc求めるか、体外に置〈かに

為って雌用方法は聾っかに分げられる。人体病

原菌に対する場合段、寄与の殆んE金てが抗菌物
質の雌殉であれ専ら体内作用tc依り疾病を柾

服してゐる。然し乍ら、植物舵蹄て隊、人体の

場;舎と著.1...<趣を異にする。抗菌物質を植物病

害の防除に周ひる事は操業経営の軟支を相憤ふ

か伺うか疑問Tきある。又‘植物体内tc告をて拾抗
作用を期待するには、体内tL抗・菌物質京は鈷抗

菌を導入す~随官e:a方法が 1'.r../CJればならない。

乙の震に位、→躍起射を考へるが隊用の域化建

・せしめるには多〈の問題を含ふ?でゐる@斯く考

へれば棺物病審の防除には舘銑徹生物の主主薗を

周ひ体外に於て病原菌を帝僻i日ij)ft睦Eナる:苅る
い司事匹t俗t:1.な主るρ 然レ乍ら病菌と情物と括・抗撤生物

との般妙な相対関係にういては来賓ポ明の点が

多しま口伺君主る')J'法が効果'的であるかは皐なる

撤測で断定する事は出来たい@

本研究は文部省科学説験研究費tc'l:?て施行

した。肥して酎意を表する。

2.実験方法 (1)侠試材料
A 持拡放射賦菌 No.114~.. 白色一旗色、粉

航費是認を形成、暗輔色7x情性色紫を生産する。

適温 86。田-40・C.最適 pl霊7.0、馬齢磁寒天に
栴良好‘円滑糊菌、梢伸菌、結核

菌、大腸菌.等t亡枯拭作用を有する。損:歯物質は

矯養液中te含まれ、抱tc:.不安定で 100・C10骨
で破壇され~o

本実験1'C.c自ひた培養基は葡萄槍カ日用尉鈴薯煎

粋.で、 3U・ー却"'0.10-14日培養すれば波面に灰

白色の菌苔を形成し、液は暗褐色を呈する。場

養液中には抗菌物質を含有してゐる。ガーゼに

て液と菌苔を措別し内培養液はそのま吋主射に

供した。菌昔は摺りつぶして土壌に碕用Lた。

B.実験開場。大原操業研究所植物病理部実

験闘場、平坦な畑地、肥沃たる壌土、 pH 6.00 
ト?ト背枯病の講生甚しい毎年金蹴にひんす

る。各試験区はコンクリート拒にて 3.0尺X4

聞に仕切られ、区の間隔は2.0尺である。

ぐ2】試験区及び処理試験区を分けて吹の7

区とした。

都 1区標準無処週区

第2区右政区.'石灰を反当50貫の割合で施用

した他は第1区に同ヒ。以下、石灰を施用し

た区は全て、之と同量である。

第3区埼養施用区・:定植前、放射賦菌 N仏

1141埼養の懸濁液を植穴へ融i主ずる。

第4区埼養施用石灰区

石灰を施用する他は第3区に同ヒー

第5匹注射区:No. 1141培養液を 1株当5

oc宛5月上、中旬2回に桂射す。

第6区 i主射石灰区:、石灰を施用する他は第5
区tc同じ。

第7区注射、接箇区;第6区と同様、注射を・

行った後、株元に病菌を注入し、メスで細根

を切断する。 ・ 、

石灰を供試した理由はJ桔抗放射賦菌の作用
tヒ対ずる石灰の影響を知る掲である。

4月中旬石灰施用を行ひ、‘耕転し、 4月下旬

培養i副主、及びトマト定植、 5月上中旬、二回
i主射を行った。定植後実験絡了迄、気温と土壌

温度〈表面下5cnl)を測定した。

3.実験結果各試験区の背枯病櫨病模度を
調査した結果は.第1表の如〈であるu
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第 1表 ト?ト蘭書病に対する桔抗放射

菌処理の効果げ月21日調変〕

11[番. 慮 理 |側柑!楠病柑 綴病率

1 .11匹無lIit蕊 92 18 81.8 
2 石吉正施用 22 ]3 59.1 

3 量降雪豊 施 F百 2~ 22 1∞.0 
4 F監事盤石1J{施湾 22 11 50.0 

5 22 4， 18.1 

。.注射、石j(，施用 2坦 日 晶0.9

? 注射、接種 2il 16 7坦.7

実験期間の紙i昆は第2表に示した。

第1表によれば溌病率の最も低いめは第5区

i主射区で18.1%である。吹に第8区i主射石灰区

で40.9%、第4区略養施期石疎区、第2区石訴

区は夫.1<50.0%、59.1%で大体同様の成槙を示

した@第7区註射接種区は72.7%で、第H写標

噂無処理区の81.8%と'大差tない。第3区増益施

周区は1ω%;濯病した。

第2表 試験期間の銭湯〈午前1時調理測〕

月市渇l|月巾温11月日|無湿|日巾温…itElfJj白301 :10.4 11 ~'5i 21.6 11 201 27.611 15! 2i.0 

~ . 5116.2 11 SO! 22.911 251 26.711 201 26.5 

10m3 162063026125 則

.151 21・2 11 101 2u・¥117‘5126.!) 11 3， 1 29・0

顕陽の観察によれば、第L第3，第7区は何

れも甚し〈侵害されたが、第2第4区は楠々被

害程目置でるった。第5第6区卸ちトマトに誌射

を行ったものは最も成績良〈、他区が順衣、擢

病枯死してゆ〈中t亡、との2区は最後建生色を

.保ってゐたd

4.考 '察本実験は措抗政射駄菌No・1141
をトマト背枯病防際に用ひて病菌lと桔抗菌が、

植物体内と体外と何れ忙於て接触した場合が掛

巣的であるかを試験したものである。

その結果は、本興属医の能圏内では体内に於て

接触せ.じめた場合が体外の失に較べて有効であ

った。ιpち、特養被を注射Lた区では憶病語辞に
於ても、圃場の建観に於ても病害は軽徴でるっ

た。然し注射を行ったものでも更に病菌を入工

接種したものではあまり効果を示さなかった。

土場耳障場養を施用した区では.効果を示さすε

特に第3区に於ては 100%櫨病した。ままにi主態
ナペをは石肢をと施期した場合‘濯病基績が減少し

てゐる毒事でるる。石灰が防除効果をと示した原凶

が、トマトの耐病性を増加せしめた点にあるか、

土壌 pHの聾イとたよって土壌徴生物フロラが礎

化した需か或は他に起因するかは不明である。

本実験の結果のみを以て、直ちに何等かの断

定左下す喜容は'i!:険である。膳用に関しては、土

壊やtc.於る措抗菌の消長、土壊施用の檀種源の

改善と施用方法の研究、抗菌物質の究明等が露

された使J改めて検討されなりればならない。

5.構彊
1.本報告は昭和23年夏ト 7 ト背枯病防除に

桔枕故射蹴菌 No.1141を周ひて行った聞場雌

胤試験の結果である。 、

2. No. 1141菌の馬鈴薯煎汁培養液をトマ F

K注射した区では顕著t.r.防除効果を示した。

3. .No.， 1141、の矯養蝦濁液を植穴に福i主t:.'ヒ

区では防除効果を認め泣かった・0

4.石灰を施用じた区では、何れも効果を示

した。叉培養施用の場合、石灰と併用したもの

孟カaが有効であった。

5.埼養液を桂射した場合、互に病菌を人工

接種した区では予標準区と同様化発病ι食。
【附】煙草立枯病防除試験

煙車立枯病就τ干?ト同様にNo.H41 At.:tin品
myce8の膳用試験を行ったe 従来Bacterium

solllna僻lu'um:E. }I'. Sm地は干 7 ト及び煙草を

侵すので、 トマト脊枯病の被害激甚な園地で、

煙車遣と裁増すれば、立枯病を亮生すると謂はれ

てゐる。筆者等は大原操業研究所に於て、年k

トザト育枯病必発生甚しい園地を濯んでv 煙車

立枯病防除試験をと狩ったが、標準区を含めて全

試験区共立枯病の発生を認めたかった。栽埼期

聞の前牟は平魁tc.遁ひ、後字は多雨tc.見舞はれ

気象僚件は~病に適当であったと思はれる。隣

接畑では、 ト?トが背枯病の需に~漉仁た。

とめ芸評実は、実験圃場の Bacterium801anace・

arum が煙草に対する病原性を持。rcゐ君主かっ
た2:解釈する他はたい。本実験によって筆活等

はけは侵i得るBactsp岡崎対地 3がよ自

然~l態に於て必づL も煙草を侵し得君主い事実を

認担うたので之を併せ報告する。
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